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Fレックスでの連携した

FD活動の推進
FDネットワーク代表者会議

2010年9月7-8日

福井県大学問連携事業 rFレックスJFDチーム

福井高専坪川武弘

tubok脚 at!ilfukui園、ct.ac.iD

今日の話題

- 福井県内での大学問連携とFD連携の取り組み

(昨年度の報告内容と重複する箇所は報告では省略します}

- 今年度の新しい試み

• FD活動の課題と今後

岡本…ー捌印刷日
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福井県内の高等教育樋閲
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椙井県太学問連携事業の概念
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F-LECCSの紹介

- ホームページ http://f_同国'P'

- 活動匝始以降由各種イベントの副直

".自作成と保存

• ロゴマーク 『マナ桔』君
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F-LECCSの目的と活動の概要

- 福井県内の高等教育機闘が、 ICT技術を利用してゆるやかに結合し、学

生や市民にとっての仮想的な総合大学として機能するようにする

・継続的な大学連携のための基盤として、人のネットワークとICTシステ
ムの構築、学習コミュニティによる大学・地域の活性化、大学問連携

による大学教育の改善と改草の推進をはかる

• 4つのテーマにもとづく活動をすすめる

(1) ICT技術を用いた連携基盤の整備

。)相互研修型のFD活動の推進

(3)学校を越えた学生による学習コミュニティの形成

(4)広く地域に聞かれた学習コミュニティの形成

*"σ)学生の自主的なコミュニティーの形成
間判トトクー訓印刷日

福井県内の大学問連携とFD連携

• H20年(2∞町 10月から5大学・短大・高専問でF・LECCSとして連携を

開始、 H21年に6校、 H22年度からは7校が正式参加で福井大学はオブ

ザーパー参加の形態

• 4つの活動のlつとして、相互研修型のFD活動を協同して推進すると

とを目指している

(1)それぞれは小さな規模 合計学生数“∞名、教員数500名

。)各学校が独自の伝統・歴史・校風を持ち、 FDも進めてきた

(3)福井大学(学生5∞o名以上)がオブザーバー参加となっている
(4)どとかがFDプログラムをすべて提供する形態にはできない

(5)互いに知恵と労力を出してすすめる以外には方法はない

• r福井県大学連携リーグ」でのFD活動の唯一の受け皿

岡本…ー捌印刷日
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連携したFD活動での目標

• 3年間の目標
(1)連携校間および各教育機関内における相互膏帯型FD活動の推進

(均各校のFD活動の経験交流と共同の取り組みによる教育改善活動の連携

(3)圏内外の優れたFD活動の調査および， FD資料の蓄積

• H22年度(2010)の目標

(1)相互研修型FD活動の推進

'FD関係の隈題別研究の共同実施と共通Yンケート等の検討(学生理解と学生支援)

.公開授業等の授業改善活動の推進

・力リキュラムと成績評価に関する研究の推進‘継続的な課題別研究会の組織化

(2) FD/SD活動での地域・企業をまきこんだ連携の模索と今後の方向性の検討

ネットワーヲを利用したFD活動の推進〔資料の蓄積と公開、学校在超えた議輸の場の提

供)

-地域・企業を巻き込んだ高等教育に関する議論の開始と促進

， SD'活動についての研究の着手

間判トトクー訓印刷日

参加校のFD活動
事加校 FD由歴史 FD四組織 授業公開 揖苗量アンケート

福井県立 2002年FDワー 教育・学習室 年間15名程度由 実施している

大学 ヲ委員会 援チーム 授業を公開 報告書も公開

福井工業 2001年FD推進
FD推進委員会

鰻業公開見学制 前期・後期に計

太学 委員会 度 年4圏実施

仁覆宜子 2007年由外部
制度化1草されてい

前期・後期由年2

短期大学 評価より
FD委員会 ないが，個別に実

回実施
施

敦賀短期 2002年自己点
FD委員会 実施 実施

文学 検として

2001年に自己
創造教育開発 公開捜業週間，書

前期・後期由年2

福井高専 点検・評価委員
センヲー 科年1名由義務

回実施，報告書

会として 1.，学内由み公開

2004年に自己
中間調査と学期

仁愛大学 点横委員会とし FD提進委員会 {未実施)
末冨査

て

岡本…ー捌印刷日

研修会等

新任研修，セミ

ナ一等実施

各種由研修会i

皆演会由実施

FDi薗潰会を実施

実施

書橿講演会，研

修会由実施

学科内FD研修，

普演会
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連携校の現状とその特徴

少しずつIU型に移行している (田中氏の分類による}

l型(啓蒙型) 非日常的・イベント的 11型

(イベント的・制度化型) (イベント的・自己組織化型)

制度化 自己組織化

IV型(啓蒙型) 111型(相互研修型)

(日常的・制度化型) (日常的・自己組織型)

日常的

間判トトクー訓印刷日

2008年"-'2009年の主な活動

- 第l園田チーム会合 (08年'月30日福井県立大学)

6校(仁慶大学を含む〕のFD担当者が集まり現状と課題について報告と討議し交流をはかった

- 合同薗車会(曲年"月7日福井高専) ，高等教育機関とFD活動J (薗師団中毎実氏京都大学)

- 第l回シンポ「大学連携で取り組むソーシュルラー=ンゲ由可能性J~帽年 12月 19 '曹書白木一JOJ) 

'2国8年度目まとめ回全'J(1帥年3月27日福井県立大学)4つのチムから2()(沼年度目活動報告と討醤

・第l回FDチーム(田年5月14日福井高専}今年度由活動方針について議諭、福井医療技術短大も参加
・第Z固シシポジウム『太学問連携と相互.luf修型FDJ (1田年5月四日'.き由ホール」福井而
「京都大学商等教宵研究開暁推進センタ一』にEよる相互研修型F口連携』回中毎実氏(京都大学)

「東日本FDネツトヲ一ク

「函館での大宇聞適携 -函館大学センタ一構想-J雁濁好博氏(北海遭教宵大学函館枝)

「福井県内町教育改善活動回現状と連携による今後四展望」藤原正敏氏(仁聖女子短期大学)

• FD研究会「学生理解J，田年7月30日仁愛大学)学生理解をテーマとして各校から現状申報告と討論

- 捜業アンケート研究会(凹年"月30日福井工太)

岡本…ー捌印刷日



－ 195 －

資料 .坪川

時一一
2010年度の活動

. "チム@会舎を月にl回程度開催

-福井大学との間活動での温揚推温k会韻には今年度より毎回・噛目しても

らヲている

-合同公開捜集(，月E自に領芥県立大字にで)

県立大学酎先生喧アジアの文化と抵当包の捜腕公開

硬策当日隊、"名程@筒井県内@義旗員j同凶鼠

ピデオ・圃をしτ.ピデオ・噌見も可とした

・公開優業B~会@開催。月 15日横井県立大学にで}

津村先生の授業をもとに、書名@教員の指定耐.

'"会.システムを利用レτ酎歯
大教室での醜鶴について.理系の...も含めて複々~視点からの盤・

町一一
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I ~~...~~.白
間花山山川齢白

Fレッヲス合宿研修会

-第l固@間合宿研修'''~単，月，..日冠荘{棺井畑池園町)にで

・目的:博聞をかけた頓究会とスキル，.プ瞬座、故職員の実現
- 内曹
研究会Ir:初年次敵曹、ポト7オリ~の取り組み』

研賓会， 'アンケートから見る福井県@学生@特徴J
研究会， 'スキルアタプ眠座プレぜン能力@向上を目指そう』

. i: 17)合慣に向付て、禍芥県内@‘つの観曹唱・闘で‘周智旬に聞 アシ

ケートを実'"圃酔年生、短太2年生、大朝年生の割柳時}

-・闘的な田舎宿として臥儲じめての眠み

町一一
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FD活動の連携を通して

- 以外に多い共通の課題(と共通の悩み)

-授業アンケートはとっているがどう活用したら良いのか分からない

.公開授業はようやく持ち始めたが反省会等でも議論が深まらない、

公開授業の参加者数が少ない

.FD担当者の孤立感

- 変化する学生への対応をどう進めたら良いのかは毎年の課題

-初年次教育、高大連携、メンタルヘルス、を実態に応じて進める

r学士力」保証、 「キーコンビテンシー』論、 GPA導入に対してど

う応えていくのか

- 単独ではできなかった活動が連携によって可能となってきた

-独自FD活動の活発化、その後る盾としての連携事業

間判トトクー訓印刷日

教育上の共通課題例
2007年度の平均
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少しずつではあるが成果が現れている

- 各校のFD活動は連携校に普通に公開され、誰でも自由に参加すること

ができるようになった

・規模の大きなFDシンポジウムや講演会が協同開催というかたちで実現
2008年12月、 2009年5月、 2010年6月

- 教育関係の様々な会議(国際会議)や研究会に連携校から分担して参加

し、その内容を知ることができるようになった

EDUCAUSE，E・Learn，WebBased Education， CSCL， etc 

• FD担当者や推進者がいろいろと刺激を受け、学校のあり方や教育観に

ついて見識を広めることができるようになった

- 所属する学校の枠を越えた、日常的な教育議論の場が作られつつある

間判トトクー訓印刷日

今後の課題など

・協働のFD活動の一層の推進と他の教育関係・企業との連携の模索
==>合宿研修、合同公開授業、研究会の定着と充実の課題

==>他の教育機関(中学高校他)、県内企業関係者との懇談

・教職員の恒常的発展を担保する「場」の形成
==>日常的な情報交換と討論を通して、相互研修的にすすめる

==> SNS等でFDコミュニティーを形成していく

==>教職員のFD活動等の記録を残す、ポートフォーリオとして整備

・大学問連携事業後の来年度以降、現在の人的ネットワークとICT基盤
を維持・発展させていく乙との必要性と重要性

==>現在のコアメンバーの中では、この点共通の認識となっている

==>参加校のトップの中での共感と支持を得る乙とが課題

==>活動上必要な経費負担

岡本…ー捌印刷日




